
ツキノワグマ出没注意報（秋期） 【会津・中通り】

区域・期間 会津・中通り地域「ツキノワグマ出没警報」 令和７年９月１１日～令和７年１２月１５日

※浜通り地域においても9月11日～12月15日まで「ツキノワグマ出没注意報」を発令中です。

問い合わせ先 福島県自然保護課 024（521）7210

クマに出会わないためにできること

クマがどこにいるのか知ることが大切です。
県警のポリスメールや自然保護課の目撃マップを活用しましょう。

クマの生息している場所では、クマ鈴、ラジオなど音のするものを身につけ、
クマに自分の存在を知らせましょう。

朝夕はクマが最も活発に行動する時間帯です。朝夕の入山や農作業には十分注意しましょう。

クマはエサに対する執着が非常に強いです。一度人間の食べ物や生ゴミの味を覚えてしまうと、
頻繁に人里へ出没してしまうため、クマの食べ物になるものを置かないようにしましょう。
また、畜舎や小屋に侵入し、餌を食べることもあるため、侵入されないよう対策しましょう。

クマの目撃マップは
こちら↓

福島県ホームページ

１ 目撃情報を調べましょう

２ クマ鈴やラジオなど音のするものを身につけて行動しましょう

３ 朝夕の登山や散歩、農作業を行う際は、複数人での行動、クマ鈴等の携帯を徹底し
ましょう

４ 屋外に生ゴミ・野菜・未収穫の果物・ペットフードを置かないようにしましょう

各地方振興局でクマ鈴を貸出します

特に注意！

クマとの遭遇
多発ポイント

登山や仕事で
の入山

朝夕の散歩

果樹周辺 キノコ狩り

ここが危険！
林縁部や藪付近

河川敷朝夕の農作業

納屋・畜舎

◆ツキノワグマ出没注意報（秋期） ９月１日～11月30日（県内全域）

特に注意

秋の行楽シーズン！！
クマ遭遇リスクに注意！！

ツキノワグマの目撃件数は減少傾向にありますが、人身事故は８月末時点で
昨年度を上回る７件(１０名)発生している状況です。
また、秋はキノコ狩りやハイキングなど山に入る行楽シーズンとなります。
目撃件数は減少傾向にあるものの、クマによる人身被害の発生が懸念される

ことから、発令レベルを見直した上で、注意報を発令することといたしました。
必ず目撃・出没情報を確認し、地域住民で情報を共有しましょう。



①日の出前、日没後の徒歩での外出に注意！
日中でも鈴など音の出るものを携行しましょう。山間地では隣の家に行く際にも注意が必要です。

②通学路や散歩コースの安全を確認！
クマが潜みやすい雑木やヤブに囲まれている場所がないか確認し、下刈り等で見通しを良くしましょう。

③河川敷は熊の出没ルート！
ヤブなどで見通せない河川敷には昼夜を問わず近づかないでください。
河川との位置関係を考え、隣接する農地などの出入りの際にも十分注意してください。

④犬の散歩時にも人身事故発生！
散歩ルートや時間に注意してください。また外飼いの場合は、食べ残しのエサは放置せず処分しましょう。

⑤住宅街や自宅敷地でも注意！
敷地内や周辺にクマが潜んでいることもあります。クマの痕跡がないか確認し、家の外の物音には注意
して対応しましょう。

⑥畑や果樹園などの見回りは車で！
必要に応じて、花火などで追い払ってから近づきましょう。また夜間の見回りは特に注意が必要です。

⑦空き家や倉庫、畜舎への侵入に注意！
クマはエサに対する執着が非常に強いため、畜舎の配合飼料、鶏小屋、倉庫内の米ぬかや穀類、ぺン
キやグリース類などに誘引されます。侵入されないように戸締りや誘引物の管理を徹底しましょう。

⑧秋にかけてのキノコ狩りはリスク高！
キノコはクマの好物でもあります。
たとえ鈴などを携行していても、事故リスクが非常に高いです。注意してください。

⑨山地や河川作業中の事故にも注意！
林道補修や架線点検などの山地作業時、河川敷の刈り払いや環境調査時にも事故が発生しています。
最寄りの役場などで周辺の出没状況を確認し、花火での追い払い、クマスプレーの携行を徹底しましょ
う。

⑩登山やサイクリング、キャンプなどの野外活動も注意！
登山やサイクリング、山間部での観光、散策には注意してください。事前に周辺の出没状況を確認しま
しょう。

普段の生活からクマとの遭遇に気を付けることで、人身事故を減らすことが出
来ます。身近な環境にもクマが潜んでいる可能性があることを意識して行動しま
しょう。

人身事故を減らすためにできること１０箇条

特に注意

特に注意
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